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今
回
は
、
５
月
号
で
取
材
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
、
片
桐
さ
ん
か
ら
の

ご
紹
介
で
す
。

山
下
さ
ん
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

か
ら
紀
美
野
町
へ
移
住
さ
れ
、
現
在

ま
ち
づ
く
り
課
で
集
落
支
援
員
と
し

て
、
移
住
相
談
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。紀

美
野
町
へ
は
２
年
前
に
引
っ
越

し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
10

年
ほ
ど
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
住
ん
で

い
た
の
で
す
が
、
私
も
現
地
で
出

会
っ
た
夫
も
日
本
が
大
好
き
だ
っ
た

こ
と
と
、
こ
ど
も
に
も
日
本
を
好
き

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
帰
国
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
自
然
豊
か

な
土
地
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
日
本

で
も
緑
に
囲
ま
れ
た
場
所
を
探
し

て
、
ま
ず
は
町
内
の
短
期
滞
在
施
設

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
住
み
た
い
と
思
う
空

き
家
を
探
し
た
り
、
仕
事
を
探
し
た

り
し
て
い
る
う
ち
に
、
紀
美
野
町
が

大
好
き
に
な
り
、
定
住
す
る
こ
と
に

決
め
ま
し
た
。

な
か
な
か
思
う
よ
う
な
家
に
出
会

う
こ
と
が
難
し
く
、
空
き
家
が
あ
っ

て
も
改
修
費
用
が
か
さ
む
家
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
集
落
支
援
員
と
し
て

現
在
と
も
に
働
い
て
い
る
林
さ
ん
の

お
か
げ
で
、
大
好
き
な
今
の
家
に
巡

り
合
う
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。

集
落
支
援
員
と
し
て
移
住
相
談
の

窓
口
で
働
き
始
め
た
の
は
、
自
分
も

住
む
家
が
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た

頃
で
し
た
。「
何
も
分
か
ら
な
か
っ

た
紀
美
野
町
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り

た
い
」と
思
い
働
い
て
い
る
う
ち
に
、

自
分
も
移
住
者
だ
か
ら
こ
そ
、
移
住

に
対
し
様
々
な
不
安
を
抱
え
て
い
る

方
に
寄
り
添
え
る
の
で
は
と
、
今
の

や
り
が
い
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

紀
美
野
で
住
ん
で
み
た
い
と
い
う

方
は
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
希
望
の
物
件
が
見
つ
か
ら
ず
断

念
さ
れ
る
方
も
多
い
の
も
現
状
で
、

難
し
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。も
し
、

今
後
家
を
ど
う
し
よ
う
か
と
迷
っ
て

い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
相
談
い
た
だ
け
る
と
あ

り
が
た
い
で
す
！

海
外
の
よ
う
な
大
自
然
が
残
る
紀

美
野
町
の
美
し
い
風
景
が
大
好
き
で

す
。
町
の
方
も
皆
さ
ん
穏
や
か
で
と

て
も
優
し
い
で
す
。

こ
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も

本
当
に
柔
軟
で
、
移
住
し
て
か
ら
通

い
始
め
た
小
学
校
で
も
す
ぐ
に
友
達

が
で
き
た
と
聞
き
、
息
子
も
す
ぐ
に

日
本
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。紀

美
野
町
に
来
ら
れ
て
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。
私
た
ち
を
家
族
の
よ

う
に
受
け
入
れ
て
く
れ
た
地
域
の

方
々
に
感
謝
し
、
こ
こ
で
の
暮
ら
し

を
存
分
に
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま

す
！ 読

者
に
一
言

紀
美
野
町
へ
の
移
住
の
き
っ
か

け

難
航
し
た
空
き
家
探
し

紀
美
野
町
の
好
き
な
と
こ
ろ

移
住
者
と
し
て
紀
美
野
へ
の

移
住
希
望
者
を
支
え
た
い

移
住
者
目
線
で
紀
美
野
へ
の

移
住
者
目
線
で
紀
美
野
へ
の

移
住
を
サ
ポ
ー
ト

移
住
を
サ
ポ
ー
ト

プロフィール
山下 愛理沙（やました ありさ）さん
1993年１月生まれ　大阪府堺市出身
趣味：家族で遊ぶこと、家庭菜園、山登り

　大学生の頃にオーストラリアに移住し、
オーストラリア人の方と結婚され、現在２人
のお子さんを育てるお母さんとしても日々奮
闘されています。

山下さんのお子さんたち

紀美野町に来た海外の学生との
写真（一番左：山下さん）

紀美野町で頑張る人を応援します　Vol.8

山
やました

下 愛
ありさ

理沙 さん



2024.83

増
え
る
空
き
家
と

　
　
　
　
　
高
ま
る
人
気

空
き
家
登
録
制
度
と
は

出
来
る
だ
け
早
い
対
策
を

５
軒
に
１
軒
が
空
き
家

空
き
家
の
補
助
・
支
援

近
年
、
い
わ
ゆ
る
「
空
き
家
問
題
」

が
全
国
的
に
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
令

和
２
年
に
実
施
さ
れ
た
和
歌
山
大
学

平
田
研
究
室
に
よ
る
紀
美
野
町
空
き

家
調
査
で
は
、
９
１
４
軒
（
５
軒
に

１
軒
）
の
空
き
家
を
確
認
し
て
お
り
、

２
０
５
３
年
に
は
２
軒
に
１
軒
程
度
が

空
き
家
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

空
き
家
を
登
録
す
る
事
で 

受
け
ら

れ
る
支
援
や
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
田
舎
暮
ら
し
を
目
的
に
移

住
を
希
望
す
る
人
た
ち
か
ら
空
き
家
に

注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
新
築
す
る

よ
り
費
用
が
掛
か
ら
ず
、
新
築
住
宅
で

は
出
せ
な
い
歴
史
あ
る
風
合
い
を
活
か

す
こ
と
で
、
唯
一
無
二
の
住
ま
い
を
作

り
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
人
気
で
す
。

町
内
で
も
空
き
家
を
改
修
し
、
民
宿
や

お
店
、
住
居
と
し
て
利
活
用
す
る
人
た

ち
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

紀
美
野
町
へ
移
住
相
談
に
来
ら
れ
る

人
は
１
か
月
に
約
20
人
。
し
か
し
、
町

に
登
録
さ
れ
て
い
る
空
き
家
は
６
月
末

の
時
点
で
22
件
で
す
。
登
録
物
件
数
が

少
な
い
こ
と
や
、
所
有
者
が
分
か
ら
ず

放
置
さ
れ
た
空
き
家
が
多
い
こ
と
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
移
住
者
と
空
き
家
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
上
手
く
い
か
ず
住
宅
不

足
に
な
っ
て
い
る
地
域
も
あ
る
の
が
現

状
で
す
。

「
紀
美
野
町
空
き
家
登
録
制
度
」
で

は
、
空
き
家
を
有
効
活
用
し
、
移
住
や

定
住
の
促
進
を
図
る
た
め
に
町
が
空
き

家
物
件
情
報
を
収
集
し
て
提
供
す
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。

空
き
家
の
所
有
者
が
貸
し
た
い
、
売

り
た
い
と
い
う
物
件
を
登
録
し
、
借
り

た
い
、
買
い
た
い
と
希
望
す
る
町
外
か

ら
の
移
住
者
に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

で
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま
す
。
登
録
手
数
料

や
複
雑
な
書
類
は
不
要
な
の
で
、
ぜ
ひ

空
き
家
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

空
き
家
歴
が
１
年
未
満
の
物
件
は
状

態
が
良
い
た
め
早
く
契
約
に
つ
な
が
る

傾
向
が
あ
り
、
賃
貸
の
場
合
、
家
賃
収

入
が
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。一

方
で
、
家
を
放
置
し
空
き
家
歴
が

長
く
な
る
に
つ
れ
資
産
価
値
が
減
少
す

る
ば
か
り
か
、
老
朽
化
が
進
み
「
特
定

空
き
家
」
に
認
定
さ
れ
る
と
、
固
定
資

産
税
が
６
倍
に
跳
ね
上
が
る
恐
れ
も
出

て
き
ま
す
。

出
来
る
だ
け
早
い
段
階
で
判
断
し
、

利
活
用
で
き
る
う
ち
に
対
処
し
て
お
か

な
い
と
、
最
悪
の
場
合
解
体
と
い
う
選

択
肢
し
か
な
く
な
り
、
高
額
な
費
用
も

か
か
り
ま
す
。
ま
ず
は
ご
相
談
い
た
だ

き
、
出
来
る
こ
と
を
出
来
る
範
囲
で
や

り
始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

部屋の雰囲気は残しつつ、動物の侵入害に
より抜けていた天井や汚れた畳を修繕。

あ な た の 大 切 な お 家 、
　 空 き 家 に な っ て い ま せ ん か ？

美里支所　まちづくり課
℡：４９５ ‐３４６２

空き家を売りたい！貸したい！

そんなときには…

ぜひお気軽に
ご相談ください！

登録手数料や
複雑な書類は不要です。

最短1週間前後で登録完了。



2024.8 4

野上小学校で、町内３小学校５、６年生の交流学習として、
田中和仁さん、田中佑典さん達を先生にお迎えし、「田中３きょ
うだい体操教室」が行われました。（当日、田中理恵さんは体
調不良のため来られませんでした。）

こども達は、和仁さん、佑典さんをはじめとしたコーチの皆
さんに体育科のマット運動で学習する技のコツを教えてもらい
ました。

他の小学校の友達と交流でき、世界レベルの先生から教えて
もらえた、すてきな時間になりました！

７月１日、「第74回社会を明るくする運動」の知事メッセージ
伝達式が中央公民館大ホールで行われました。本町では、「社会
を明るくする運動」と「夏の子供を守る運動」を連携させて、ひ
とつの実施委員会で取り組んでいます。今回は、こどもまんな
か巡回活動の一環として和歌山県こども・若者育成支援施策知事
メッセージの伝達式もあわせて実施しました。

保護司会、更生保護女性会、青少年育成委員会、海草地方青少年育成推進員等
連絡協議会の皆さんの出席のもと、紀西保護司会紀美野分会の福嶋英孝会長（下
の写真右側）が、「社会を明るくする運動の知事メッセージ」を、海草地方青少年
育成推進員等連絡協議会の向山寿紀会長が、「こども・若者育成支援施策知事メッ
セージ」を代読し、小川町長へ伝達されました。式後、出席の皆さんによる町内小・
中学校・高等学校への訪問やスーパーマーケット入口での啓発活動などが行われ
ました。

きみのNEWS

社会を明るくする運動　知事メッセージ伝達式

田中３きょうだい体操教室

問　産業課 
　　℡ ４８９‐５９０１

特定外来生物クビアカツヤカミキリの被害が広がってい
ます。さくら、はなもも、うめ、もも、すもも等のバラ科
樹木を食い荒らし、枯らしてしまう危険があります。

見かけた場合は駆除と下記（いずれも海草振興局内）
まで情報提供をお願いします。
■農地　農業水産振興課　℡　４４１ ‐３３７８
■森林　林務課　　　　　℡　４４１ ‐３３６６
■公園　衛生環境課　　　℡　４８３ ‐８８２５

※フラス
　幼虫が食べた木屑と
　糞が混ざったもの

クビアカツヤカミキリにご注意ください

株元に溜まったフラス ミンチ状のフラス

成虫
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現在、空き家を所有している方だけではなく、今後、相続等により空き家を所有するかもしれない方も、将
来、空き家で困ることのないように、専門家による相談対応を行っています。この機会に是非ご利用ください。

　この度、紀美野町内の施設に「涼みどころ」を設置し、暑さが厳しい夏の熱中症対策のひとつとして活用い
ただけるようになりました。暑さを避けるために立ち寄る場所として、ぜひご利用ください。

　コミュニティバスの運行体系見直し及びバス運転士の改善基準告示の改正等により、ダイヤを見直すことに
なりました。つきましては、下記のとおりコミュニティバスのダイヤを改正します。
　改正後のダイヤでの運行は８月１日（木）からです。詳しくは、時刻表もしくは町ホームページをご覧くだ
さい。

【主な改正内容】

　なお、改正後の時刻表は７月広報配布時、各戸配布にてお届けしています。
　みなさま、引き続き紀美野町コミュニティバスをご利用ください。

国木原・長谷線 真国・志賀野線 高野線 小川線

始発時間を遅らせる 始発時間を遅らせる 上り１便目を廃止 始発時間を遅らせる
始発場所を「ふれあい公園」か
ら「国木原集会所」に変更 下り最終便を廃止 始発時間を遅らせる 下り最終便で小川

小学校に停車
「国木原集会所」から次のバス
停「大藪集会所」へのルートを
変更

土曜運行を廃止 土曜運行を廃止

下り最終便を廃止

暮らしの情報

【８月１日から】コミュニティバス
ダイヤ（運行時間等）改正のおしらせ

８月25日（日）
「空き家なんでも相談会」開催

「涼みどころ」をご活用ください

問　和歌山県庁 建築住宅課
　　℡ ４４１‐３１８４
　　FAX ４２８‐２０３８

問　企画管財課
　　℡ ４８９‐５９１３

問　保健福祉課
　　℡ ４８９‐９９６０

■日　時　８月25日（日）
　　　　　13時30分から16時（予約制）
■場　所　和歌山城ホール
　　　　　和歌山市七番丁25番地の１

■指定施設一覧（８月現在）
　①役場本庁　１階ロビー　
　②総合福祉センター　１階・２階ロビー
　③美里支所　１階ロビー
■期　間　９月30日まで

■申　込　事前に、上記問い合わせ先へお申し込みください
　　　　　（①氏名 ②連絡先 ③相談内容 をお伺いします。）
■相談対応する専門家　宅建取引士、司法書士、建築士、
　行政書士、土地家屋調査士、不動産鑑定士など

■開設日時　各施設の運営日時に準じます。
※施設の詳細は、右上の二次元コードからご確認くだ

さい。また、「涼みどころ」として指定する施設は
今後変更する場合があります。

　　適宜、町ホームページをご確認ください。

紀美野町HP

紀美野町HP
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事業者の皆さまへ

紀美野町が発注する物品製造等及び役務提供に係
る入札に参加を希望される方は、競争入札参加資格
審査申請書を提出していただく必要があります。令
和６・７年度の競争入札参加資格審査申請（物品製
造等及び役務提供）の追加受付を次の期間で行いま
す。

今回の競争入札参加資格申請の追加受付は町内業
者（本社が町内）に限ります。

申請書や申請に必要な書類は、インターネットの
専用申請サイトにアップロードして手続きしてくだ
さい。（紙ファイルでの提出は必要ありません。）

申請方法、提出書類等、詳細については、町ホー
ムページをご参照ください。

2025年大阪・関西万博会場の関西パビリオン内に
て、来場者に対して紀美野町ならではの物品販売（食
品を含む）をしていただける事業者を募集します。
■出店日　
　令和７年５月15日(木)・16日(金)の２日間
■募集店舗数　１店舗（複数店舗の共同出店可）
■応募締切　８月30日(金)17時

和歌山県事業承継・引継ぎ支援センターは、国が
設置する公的な相談窓口です。事業の円滑なバトン
タッチ、スムーズな承継を支援します。
「後継者がいない！」「従業員に会社を任せたい！」

「新分野に進出したい！」「こどもが後を
継ぐ場合の手続きは？」など、ご相談が
あればお気軽にお問い合わせください。

相談は無料です。秘密は厳守します。

県屋外広告物条例により、景観保全と事故防止の
ために屋外広告物の設置許可、管理が義務付けられ
ています。また看板の落下や倒壊といった事故が公
衆に重大な危害を及ぼすことのないよう、県と市町
村が連携し安全性向上のための取り組みを強化して
います。

看板の所有者、管理者等は日頃から安全点検に取
り組みましょう。

なお、インターネットでの申請が難しい場合は８
月22日までに企画管財課までご相談ください。
■電子申請サイト　
　BID-ENTRY　https://bid-entry.com/　
■申請期間　８月15日(木)から26日(月)　
　電子申請サイトは、期間中24時間利用できます。
　※ただし、メンテナンス等により、一時的に利用

できないことがあります。
　　８月26日までに申請手続きを完了してください。

手続きが完了しなかった申請は、申請期間終了
後に取り消されますのでご注意ください。

■システム利用料　町内業者は無料です。

■出店資格　
　・紀美野町観光協会の会員であること
　　（新規加入も可）
　・大多数の来場者に一定数の販売ができるだけの

数量を準備できること。
※その他、詳しくは観光協会ホームページの募集要

項をご覧ください。

令和６・７年度　競争入札参加資格審査申請
(物品製造等及び役務提供)の追加受付について

紀美野町観光協会では関西万博会場
での出店者を募集します。

事業承継のご相談
お受けします。

９月１日から10日は
屋外広告物適正化旬間

紀美野町HP

観光協会HP

問　企画管財課
　　℡ ４８９‐５９１３

問　紀美野町観光協会
　　℡ ４８８‐２６１１

問　和歌山県事業承継・引継ぎ支援センター
　　℡ ４９９‐５２２1

問　建設課
　　℡ ４８９‐５９０４

センター HP
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き
み
の
地
域
づ
く
り
学
校
第
２
回
・

第
３
回
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
紀
美
野
町
人
権
委
員

の
紹
介

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内

【
地
域
×
教
育
】
子
育
て
世
代
が
今
、

地
域
に
求
め
る
教
育
と
は
？
～
教

育
移
住
の
視
点
か
ら
～

「
き
み
の
地
域
づ
く
り
学
校
～
農
山
村
地

域
で
の
な
り
わ
い
創
業
を
学
ぶ
」
座
学
編
に

つ
い
て
、
６
月
１
日
、
２
日
に
第
２
回
「
農

林
業
の
新
た
な
担
い
手
」
が
、
６
月
29
日
、

30
日
に
第
３
回
「『
食
』
と
起
業
」
が
そ
れ

ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
受
講
生
は
、
大
学

等
の
有
識
者
や
金
融
機
関
、
町
内
外
の
先
輩

事
業
者
か
ら
の
講
義
と
、
夕
食
時
の
交
流
を

通
し
て
、
学
び
を
深
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

受
講
生
か
ら
は
、「
半
林
半
農
を
実
践
し

マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
歩
ん
で
い
き
た

い
」、「
地
元
の
活
性
化
を
し
た
い
と
い
う
思

い
を
貫
く
こ
と
で
、
地
元
の
た
め
に
何
か
成

し
と
げ
ら
れ
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
」、「
分
野
を

問
わ
ず
創
業
す
る
の
に
必
要
な
覚
悟
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

問　
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

（
各
団
体
選
出
委
員
に
つ
い
て
は
未
掲
載
）

※
敬
称
略

【
会　
長
】
南
條　
俊
樹

【
副
会
長
】
加
藤　
朗
子
・
湯
上　
章
夫

【
監　
事
】
中
谷　
の
り
子
・
中
谷　
英
幸

【
下
佐
々
】
上
垣
内　
清
智
・
中
尾　
敬
冶

【
動　
木
】
山
中　
正
史
・
平
松　
泰
清
・

　
　
　
　

  

柳
瀬　
喜
生

【
小　
畑
】
岩
橋　
環
・
菊
本　
邦
夫
・

　
　
　
　

  

山
下　
裕

【
小　
川
】
新
宅　
将
秀
・
當
六　
久
計
・

　
　
　
　

  

中
畑　
秀
行

【
志
賀
野
】
加
藤　
朗
子
・
中
谷　
英
幸

【
柴　
目
】
前
田　
薫

【
長　
谷
】
曲
里　
哲
治
・
堀
内　
健
太

【
吉　
野
】
中
西　
康
之

【
吉　
見
】
田
伏　
啓
治

【
海
南
鋼
管
】
菱
田　
恭
志

【　
平　
】
久
保　
輝
樹
・
桑
添　
公
人

【
希
望
ヶ
丘
】
森　
豊

【
緑
ヶ
丘
】
黒
西　
晃
平
・
林　
順
彦

【
長
谷
毛
原
】
森
下　
誠

【
上
神
野
】
折
口　
千
佳
子

【
下
神
野
】
潰
崎　
光
子

【
国　
吉
】
中
谷　
の
り
子

【
真　
国
】
坂　
明
雄

問　
総
務
課

　
　
℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
２

和
歌
山
大
学
食
農
総
合
研
究
教
育
セ
ン

タ
ー
及
び
き
み
の
地
域
づ
く
り
学
校
運
営
協

議
会
（
事
務
局
：
ま
ち
づ
く
り
課
内
）
は
、

幼
児
か
ら
高
校
ま
で
の
幅
広
い
実
践
者
や
そ

の
支
援
を
行
う
行
政
の
方
を
招
き
、
教
育
移

住
の
視
点
か
ら
「
地
域
の
教
育
の
可
能
性
」

と
「
子
育
て
世
代
が
今
、
地
域
の
教
育
に
求

め
る
も
の
」
を
深
め
る
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日　
時　
９
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
　
９
時
30
分
か
ら
12
時
40
分

■
場　
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
費　
用　
無
料

■
申　
込　
ま
ち
づ
く
り
課
へ
お
電
話
く
だ

さ
い
。（
事
前
申
込
が
な
く
て
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。）

■
内　
容　

　
【
第
１
部 

基
調
講
演
】

　
講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
智
頭
の
森
こ
そ
だ
ち
舎 

　
理
事
長　
西
村 

早
栄
子 

氏

　
「
森
が
僕
ら
の
よ
う
ち
え
ん
～
地
域
資
源

を
活
か
し
た
人
づ
く
り
～
」

　
【
第
２
部 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

　
パ
ネ
リ
ス
ト

　
・
西
村 

早
栄
子 

氏

　
・
仙
石 

恭
子 

氏
（
一
般
社
団
法
人
う
つ

ほ
の
杜
学
園
設
立
準
備
会
代
表
理
事
）

　
・
山
上 

範
子
（
り
ら
創
造
芸
術
高
等
学

校
長
）

　
・
奥
野 

絵
美 

氏
（
鳥
取
県
と
っ
と
り
未

来
創
造
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
担
当
職
員
）

　
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

　
・
藤
田 

武
弘
（
追
手
門
学
院
大
学
教
授

／
和
歌
山
大
学
名
誉
教
授
）

問　
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

紀美野町HP

紀美野町HP

紀美野町HP

お
し
ら
せ

災
害
等
の
発
生
時
に
備
え
、
全
国
一
斉
に

防
災
行
政
無
線
を
使
用
し
た
情
報
伝
達
訓
練

を
行
い
ま
す
。

※
今
回
の
訓
練
は
、
放
送
の
み
で
す
。
訓
練

会
場
や
避
難
所
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

■
訓
練
日　
８
月
28
日
（
水
） 

11
時

　
　
　
　
　
「
テ
ス
ト
放
送
」
を
行
い
ま
す
。

■
放
送
内
容　
「
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

　
　
　
　
　
　
ス
ト
で
す
」
×
３
回

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
情
報
伝

達
訓
練
を
行
い
ま
す
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採用試験・はたらくサポート

募集職種 勤務場所 募集人数 応募資格 報　酬 募集期間

事務補助員 支所住民室 １人
パソコン操作

（ワード・エクセル等）
ができること

月額
160,161円

８月１日（木）から
16日（金）まで

試験区分
採用予定
人　　数

第一次試験日 第二次試験日
採用予定日

試 験 会 場 試 験 会 場

土 木 職 １人程度
８月25日（日）

令和７年４月１日

紀美野町役場本庁

保 健 師 １人程度
９月29日（日）

紀美野町役場本庁

消 防 吏 員 １人程度
10月20日（日） 11月16日（土）

紀美野町中央公民館 紀美野町役場本庁

■面接は８月下旬を予定しています。※都合により、日程が変更される場合があります。
■会計年度任用職員から正規職員への切り替えはありません。
■任用予定期間　令和６年９月１日（日）～令和７年３月31日（月）
※詳細は町ホームページをご覧ください。

※土木職については、採用予定者との合意により令和６年10月以降に採用することがあります。

■受験資格
　　受験資格については、採用試験案内をご覧くだ

さい。

■採用試験案内の入手方法
　　紀美野町ホームページからダウンロードしてく

ださい。窓口及び郵送による配布は行っておりま
せん。

　　ダウンロードや印刷できる環境がない方は、紀
美野町役場総務課に事前連絡（土・日及び祝日を
除く、８時30分から17時まで）のうえお越しくだ
さい。

■申込方法　インターネット申込のみ

■受付期間
　【土木職】現在受付中
　　８月15日（木）17時15分必着

　【保健師、消防吏員】　
　　８月１日（木）から９月13日（金）
　　　　　　　　　　　　　17時15分必着
■その他
　　受験資格など採用試験の詳細については、「採用

試験案内」を必ずご確認ください。

会計年度任用職員の募集について

令和６年度
紀美野町職員採用試験のご案内

紀美野町HP

紀美野町HP

問　住民室
　　℡ ４９５‐３４６３

問　総務課　人事担当
　　℡ ４８９‐５９１２
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令和６年度和歌山県下水道排水設備工事
責任技術者資格認定共通試験

令和６年度　潜在保育士再就職支援研修会のご案内
申込フォーム

■主　催　和歌山県下水道協会
■試験日　令和６年11月24日（日）
■会　場　和歌山市あいあいセンター福祉交流館
　　　　　（和歌山市小人町29番地）
　　　　　※11月３日（日・祝）同会場にて希望
　　　　　　者に受験講習を実施

■対象者　保育士資格
　（子育て支援員、放課後児童支援員の資格も可）をお
　持ちで、和歌山県内保育施設への就職を希望の方
■講義内容
　①こどもの育ちを学ぼう
　　保育所保育指針の内容と、こどもの発達過程を学ぶ
　②こどもが好きな遊びって？
　　手遊びやペープサート等を使ってこどもと関わる

日　時 場　所 申込み・問い合わせ先
紀北 ９月12日（木）

10時30分から16時
和歌山ビッグ愛　９階　会議室 県福祉人材センター　℡　073 ‐435 ‐5211

紀南 田辺市民総合センター２階 紀南福祉人材バンク　℡　0739 ‐26 ‐4918

■申込書配布期間　８月８日（木）から９月６日（金）まで
■申込受付期間　　８月８日（木）から９月６日（金）まで 

（当日消印有効）
※郵送（特定記録郵便）により和歌山県下水道協会へ提出
※申込書配布のみ、県庁下水道課、県下水道公社及び
　各振興局でも実施しています。

■受講料　　無料　※未就学児の託児あり
■申込締切　９月５日（木）厳守
　※紀南会場はサテライト会場として紀北会場
　　の様子をライブ配信します。

問　和歌山県下水道協会
　　℡ ４３５‐１０９３

募集種目 資　格 受付期間 試験期日 試験会場

自衛官候補生
18歳以上33歳未満の方
（32歳の方は、採用予定月
の末日現在、33歳に達して
いない方）

～９月12日

・Ｗｅｂ試験
　９月16 ～ 21日
・身体検査、口述
　９月29日

和歌山地方協力本部

第２回
一般曹候補生

７月１日～
９月３日

９月20 ～ 22日の
いずれか１日

20、21日
和歌山県民文化会館
22日：和歌山県ＪＡビル

■入隊時期　令和７年３月下旬から４月上旬
■詳細は有田募集案内所へお問い合わせください。

『防衛省・自衛隊からのお知らせ』
各種目自衛官の募集について

自衛隊HP

問　防衛省自衛隊和歌山地方協力本部
　　有田募集案内所
　　℡ ０７３７ ‐８２‐６６３１
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町
内
で
定
住
し
奨
学
金
を
返
還
し
な
が
ら

働
く
方
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

奨
学
金
返
還
額
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

大
学
等
を
卒
業
し
、
町
内
に
居
住
し
住
所

が
あ
る
方
の
う
ち
、
令
和
７
年
３
月
31
日
時

点
で
30
歳
未
満
の
方

※
認
定
を
受
け
た
方
で
、
退
職
・
転
出
さ
れ

た
場
合
は
ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
助
成
金
額

・
町
内
で
就
業
又
は
起
業
し
て
い
る
場
合

　

上
限
24
万
円
（
補
助
率
10
／
10
）

・
町
外
で
就
業
又
は
起
業
し
て
い
る
場
合

　

上
限
12
万
円
（
補
助
率
１
／
２
）

■
認
定
申
請
期
間　

令
和
７
年
１
月
10
日

（
金
）
ま
で

■
交
付
申
請

　
認
定
申
請
の
後
、
交
付
申
請
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　

℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免
除 

・

半
額
免
除
・
法
定
免
除
等
）、
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間

が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
方

と
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け

ら
れ
る
年
金
）
の
受
け
取
り
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額
す

る
た
め
に
、
免
除
等
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険

料
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ

て
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

追
納
は
、
古
い
月
の
も
の
か
ら
納
付
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
中
に
、
保
険
料
を

納
付
し
て
い
な
け
れ
ば
追
納
は
で
き
ま
せ

ん
。（
例
え
ば
、
半
額
免
除
の
期
間
を
追
納

す
る
場
合
は
、
残
り
の
半
分
の
保
険
料
を
既

に
納
付
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。）

問　

住
民
課

　
　

℡ 

４
８
９ 

‐
５
９
０
３

　
　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
　

℡ 

４
４
７ 

‐
１
６
６
０

出
品
い
た
だ
い
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
取
り
扱
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
は
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
出
品
者
の
要
件

・
原
則
、
紀
美
野
町
内
に
事
業
所
が
あ
る
法

人
、
団
体
ま
た
は
個
人
で
あ
る
こ
と

・
各
法
規
等
に
沿
っ
た
生
産
、
製
造
、
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
こ
と

・
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

■
返
礼
品
の
認
定
基
準

・
原
則
、
町
内
で
生
産
、
製
造
、
加
工
さ
れ

た
商
品
、
ま
た
は
、
町
内
で
提
供
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と

・
品
質
及
び
数
量
の
面
に
お
い
て
、
安
定
供

給
が
見
込
め
る
こ
と
。
季
節
商
品
や
数
量

限
定
で
も
可
能
で
す
。

・
飲
食
物
の
場
合
は
、
寄
附
者
に
返
礼
品
が

到
着
後
、
適
切
な
賞
味
期
限
が
保
証
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と

■
出
品
者
の
メ
リ
ッ
ト

・
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
事
業

者
名
や
商
品
が
掲
載
さ
れ
、
全
国
の
方
へ

宣
伝
で
き
ま
す
。

県
で
は
、
再
エ
ネ
の
導
入
、
省
エ
ネ
化
の

促
進
に
よ
り
脱
炭
素
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
太
陽
光
発
電
設
備
・
蓄
電
池
等
を
導
入

す
る
個
人
、
事
業
者
に
対
し
、
必
要
な
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。【
先
着
順
】

■
受
付
期
間　
８
月
１
日
（
木
）
10
時
か
ら

令
和
７
年
１
月
31
日
（
金
）
17
時

※
補
助
対
象
設
備
要
件
や
申
請
方
法
等
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

県
庁 

脱
炭
素
政
策
課

　
　

℡ 

４
４
１
‐
２
６
７
４

・
返
礼
品
発
送
時
に
、
自
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
同
封
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

・
サ
イ
ト
掲
載
料
や
返
礼
品
の
送
料
な
ど
の

手
数
料
は
町
が
負
担
し
ま
す
。

・
町
の
委
託
業
者
が
、
返
礼
品
の
掲
載
手
続

き
か
ら
発
送
の
補
助
ま
で
お
手
伝
い
し
ま

す
。
未
経
験
の
方
や
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が

で
き
な
い
方
で
も
安
心
し
て
始
め
ら
れ
ま

す
。

■
募
集
期
間　
随
時
受
け
付
け
中
で
す
。

問　

企
画
管
財
課

　
　

℡ 
４
８
９
‐
５
９
１
３

紀
美
野
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

と
し
て
出
品
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

令
和
６
年
度
奨
学
金
返
還
支
援
助

成
事
業
認
定
申
請
受
付
中
！

和
歌
山
県
太
陽
光
発
電
設
備
・

蓄
電
池
等
導
入
支
援
事
業
補
助
金

紀美野町HP県庁HP

日本年金機構HP

紀美野町HP

各
種
ご
案
内
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だ
さ
い
。

問　

産
業
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
１

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校

に
行
け
な
か
っ
た
り
、
行
き
づ
ら
か
っ
た
り

す
る
こ
ど
も
や
家
族
の
方
が
、
安
心
し
て
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
居
場
所
を
下
佐
々
に
開

所
し
て
い
ま
す
。

■
開
所
日　
原
則
第
１
・
第
３
水
曜
日

　

８
月
７
日
・
21
日
／
９
月
11
日
・
25
日

■
時　
間　
10
時
か
ら
15
時

■
場　
所　
下
佐
々
７
２
８
番
地
１

■
ス
タ
ッ
フ　
保
健
師
、精
神
保
健
福
祉
士
、

　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
家
庭
支
援
員
（
保
育

　
　
　
　
　
　

士
・
教
員
免
許
保
有
者
）
等

※
利
用
を
ご
希
望
の
際
は
、
こ
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問　

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
子
育
て
推
進
課
）

　
　
℡ 

０
８
０
‐
８
９
０
０
‐
５
９
１
０
（
直
通
）

　
　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
６

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
の
官
民
協
働

に
よ
り「
紀
美
野
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」（
令

和
6
年
保
存
版
）
を
発
行
し
ま
し
た
。

暮
ら
し
の
便
利
帳
と
は
、
町
の
概
要
、
歴

史
や
観
光
等
の
地
域
情
報
に
加
え
、
役
場
で

の
手
続
き
の
案
内
や
行
政
情
報
等
、
皆
さ
ま

の
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
ま
と
め
た
冊
子

で
す
。
左
記
配
布
期
間
中
、
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

の
担
当
者
が
各
ご
家
庭
に
配
布
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
配
布
期
間
】
８
月
上
旬
か
ら
31
日
（
土
）

※
悪
天
候
に
よ
り
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

配
布
期
間
が
終
了
し
て
も
配
布
さ
れ
て
い

な
い
場
合
、
左
記
の
い
ず
れ
か
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問　

(

株
）
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　

℡ 

０
６
‐
６
１
９
１
‐
０
０
６
１

　
　

総
務
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
２

が
ん
の
治
療
に
伴
う
外
見
の
変
化
に
対
す

る
心
理
的
不
安
を
軽
減
し
、
皆
さ
ま
の
自
分

ら
し
い
日
常
生
活
を
応
援
す
る
た
め
、
補
整

具
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者（
左
記
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

・
補
整
具
を
購
入
し
た
日
と
申
請
日
に
、
町

内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
が
ん
治
療
を
受
け
た

ま
た
は
現
に
治
療
を
受
け
て
い
る
方

・
が
ん
治
療
に
伴
い
、
脱
毛
ま
た
は
乳
房
を

切
除
し
、
補
整
具
を
購
入
し
た
方

・
過
去
に
他
の
自
治
体
の
助
成
金
、
そ
の
他

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方

■
対
象
品
目
と
上
限
額

　

①
ウ
イ
ッ
グ
（
全
頭
用
）　

２
万
円

　

②
乳
房
補
整
下
着　
　
　

１
万
円

　

③
人
工
乳
房
・
人
工
乳
頭　

左
右
各
２
万
円

■
助
成
額　
購
入
費
用
の
２
分
の
１
、
ま
た

は
右
記
上
限
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額

■
申
請
回
数　
各
対
象
品
目
に
つ
き
、
ひ
と

り
１
回
限
り

※
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入
し
た
も

の
に
限
り
ま
す
。

問　

保
健
福
祉
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

現
在
、
紀
美
野
町
で
推
進
し
て
い
る
自
伐

型
林
業
の
体
験
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

自
伐
型
林
業
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
、
新

た
に
始
め
て
み
た
い
方
な
ど
林
業
未
経
験

者
・
初
心
者
向
け
の
研
修
と
な
り
ま
す
の

で
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
９
月
７
日
（
土
）・
８
日
（
日
）

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
＆
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

安
全
講
習

②
９
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
安
全
講
習
＋
伐
倒
・
造
材

③
10
月
５
日
（
土
）・
６
日
（
日
）

　

造
材
・
搬
出

④
10
月
19
日
（
土
）・
20
日
（
日
）

　

小
型
車
両
特
別
教
育

⑤
10
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）

　

作
業
道 

＋
個
別
相
談

■
参
加
費 

　

１
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
、
保
険
代
、
修
了

証
発
行
代
、
資
材
代
等
含
む
）

■
そ
の
他

・
募
集
定
員
：
15
人

・
募
集
条
件
：
全
日
程
に
参
加
可
能
な
方

・
研
修
日
程
を
修
了
さ
れ
た
方
に
は
、 

「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
特
別
教

育
」
及
び 

「
小
型
車
両
系
建
設
機
械
特
別

教
育
」
の
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
産
業
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

紀
美
野
町
自
伐
型
林
業
体
験
研
修

の
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

居
場
所「
き
み
の
ス
マ
イ
ル
」開
所
情
報
！

暮
ら
し
の
便
利
帳
の
配
布
に
つ
い
て

が
ん
患
者
医
療
用
補
整
具
購
入
費

助
成
事
業

紀美野町HP

紀美野町HP

紀美野町HP
くすのき公園より北へ徒歩
約３分のところにあります。

紀美野町HP
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紀美野町の高齢者の皆さまのご長寿を心よりお慶び申し上げます。
９月７日（土）旧美里地区、８日（日）旧野上地区において、区長会、民生委員児童委員協議会、老人クラ

ブ連合会、その他各種団体の皆さまのご協力を得て敬老会を開催します。
※９月30日時点で75歳以上の参加対象となる方には、７月中旬に個別にご案内します。
　皆さん、お誘いあわせの上、ご出席ください。

◎敬老祝金の支給（きみの共通商品券）
　長寿を祝福して下記の対象年齢の方に敬老祝金（きみの共通商品券）をお渡しします。

【内容】
　式典・演芸　仁支川峰子・日野美歌・北原ミレイ・高道（狩人）・堀江淳・春菜美保・劇団紀州・河村一樹

対　　　象　　　年　　　齢 金　　　額

80歳（昭和18年10月１日から昭和19年９月30日生まれ）

5,000円
85歳（昭和13年10月１日から昭和14年９月30日生まれ）

90歳（昭和 ８年10月１日から昭和 ９年９月30日生まれ）

95歳（昭和 ３年10月１日から昭和 ４年９月30日生まれ）

88歳（昭和 10年10月１日から昭和11年９月30日生まれ）

10,000円99歳（大正13年10月１日から大正14年９月30日生まれ）

100歳以上（大正13年９月30日以前生まれ）

■旧美里地区
　日　時：９月７日（土）13時から
　場　所：文化センター

■旧野上地区
　日　時：９月８日（日）13時から
　場　所：中央公民館

令和６年度　敬老会のお知らせ 問　保健福祉課
　　℡ ４８９‐９９６０

紀美野町HP

劇団紀州 河村一樹

堀江淳北原ミレイ日野美歌仁支川峰子高道（狩人）春菜美保
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ル
の
分
解
速
度
が
遅
く
、
影
響
を
受
け
や
す

い
た
め
、よ
り
少
な
い
量
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

健
康
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
楽
し

く
安
全
に
お
酒
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

フ
レ
イ
ル
と
は
、
高
齢
期
の
心
身
の
機
能

が
衰
え
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

予
防
の
た
め
に
次
の
３
つ
の
柱
が
重
要
と

さ
れ
ま
す
。

【
社
会
参
加
】

外
出
の
機
会
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。
通
い

の
場
へ
の
参
加
、
地
域
の
集
ま
り
な
ど
の
機

会
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
場　
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　
時　
毎
週
水
曜
日　
９
～
11
時

　
　
　
　
　
８
月　
７
・
14
・
21
・
28
日

■
対
象
者　
町
民

■
内　
容　
健
康
に
関
す
る
こ
と
や
、
食
事

に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
血
圧
測

定
、尿
検
査
、骨
密
度
測
定
、イ
ン
ボ
デ
ィ

（
体
成
分
）
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測

定
や
授
乳
の
相
談
も
可
能
で
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
管
理

フ
ァ
イ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

適
度
の
飲
酒
は
気
持
ち
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
た
り
会
話
を
増
や
し
た
り
す
る
効
果
が
あ

り
ま
す
が
、
大
量
に
な
る
と
身
体
に
様
々
な

影
響
を
与
え
る
の
で
、
飲
み
方
に
気
を
付
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
と
、
自
分
で

飲
酒
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
飲
ま
な
い
と
イ
ラ
イ
ラ
す
る
精

神
的
依
存
や
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
中
断
や
減
量

で
幻
視
、
手
指
の
ふ
る
え
な
ど
の
身
体
的
依

存
が
あ
り
ま
す
。

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
は
、
短
時
間
で
大

量
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取
す
る
こ
と
で
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
肝
臓
で
の
ア
ル

コ
ー
ル
分
解
が
追
い
つ
か
ず
、
血
液
中
の
ア

ル
コ
ー
ル
濃
度
が
一
気
に
上
昇
し
、
意
識
混

濁
、
昏
睡
、
嘔
吐
、
低
血
圧
な
ど
様
々
な
症

状
が
で
ま
す
。
他
に
も
、
大
量
の
飲
酒
習
慣

で
休
肝
日
を
設
け
ず
に
飲
み
続
け
る
と
、
ア

ル
コ
ー
ル
性
の
脂
肪
肝
、
肝
炎
、
肝
硬
変
な

ど
の
病
気
を
引
き
起
こ
し
、
さ
ら
に
様
々
な

が
ん
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
は
、
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒

量
は
、
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
20
ｇ
と
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
個
人
差
が
あ
り
、
体
質
的
に
お

酒
に
弱
い
人
、
高
齢
者
、
女
性
は
ア
ル
コ
ー

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響

保
健
福
祉
課

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

■
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

■
時
間
外
の
緊
急
時
（
役
場
代
表
）

　
℡ 

４
８
９
‐
２
４
３
０

安
心
！　
み
ん
な
の
総
合
相
談
窓
口

　
健
康
・
障
害
・
福
祉
・
介
護
な
ど
様
々

な
支
援
を
行
う
相
談
機
関
で
す
。

紀
美
野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ア
ル
コ
ー
ル
と
病
気

【
運
動
】

近
所
の
散
歩
や
、
家
事
を
行
う
際
に
意
識

し
て
体
を
動
か
す
な
ど
、
小
さ
な
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
栄
養
】

一
日
三
食
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

色
々
な
食
材
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
栄
養
バ

ラ
ン
ス
が
整
い
ま
す
。 

こ
の
３
つ
の
柱
を
自
分
の
生
活
サ
イ
ク
ル

に
組
み
入
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
康
長
寿
の
た
め
の
フ
レ
イ
ル
予
防

〜
百
歳
ま
で
い
き
い
き
生
活
〜
そ
の
②

保
健
福
祉
だ
よ
り
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町民癒しのコンサート

中央公民館「ふるさと講座」　古写真から読み取るあの頃・動木編

家庭教育学級「たんぽぽふれあい学級」
魔法の板『カプラ』であそぼう

第19回紀美野町文化祭　出品・出演募集！
11月２日（土）３日（日・祝）中央公民館・文化センターで開催！

■出 演 者：仁支川峰子、日野美歌、北原ミレイ、高道（狩人）、堀江淳、春菜美保、劇団紀州、河村一樹
■日　　時：９月７日（土）　開演17時（開場16時30分）
■場　　所：文化センター　みさとホール
■入 場 料：全席指定　前売2,000円　当日2,500円（販売予定席数446席）
　　　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。
■チケット販売日：８月７日（水）から
■チケット販売所：文化センター（月・火を除く９時30分～ 17時）
　　　　　　　　　中央公民館（火・振替休日を除く９時30分～ 17時）
　　　　　　　　　すわん江戸村（月・火を除く９時～ 17時）（海南市且来645-1）
■問 合 せ：文化センター℡：495‐9055　中央公民館℡：489‐2877　すわん江戸村℡：482‐5758

■作品展示：
【一般】中央公民館 【児童生徒】文化センター　9時～ 17時　※３日は15時まで
〇出品条件　
　・洋画…15号まで　・日本画…10号前後
　・写真…半切、全紙　※Ａ３、Ａ３ノビ含む
　・書道条幅　10号まではガラス額縁可　※床掛軸以内、屏風ついたて不可
　・その他　工作、手芸類大きい作品はご相談ください。
■児童生徒発表会：（文化センター）11月２日（土）12時30分～
■芸能大会：（文化センター）11月３日（日・祝）９時30分～
○展示・出演申込締切：８月30日（金）　○応募・問合せ：教育課　℡489 ‐5915
※内容の詳細は、10月の各戸配布をご覧ください。

　中央公民館に残されていた約80枚の写真パネル。今回はその中から、明治から昭和にかけての動木を紹介し
ます。
■日　　時：８月29日（木）13時30分～ 15時　
■場　　所：中央公民館 視聴覚室
■定　　員：20人（大人）■募集期間：８月７日（水）から先着順
■講　　師：中央公民館長　上田保則　
■応 募 先：中央公民館　℡489‐2877（火・振替休日を除く９時～ 17時）
○ふれあいサロン展示
　動木地区に関係する写真と野上電鉄関係資料を展示します。
　明治から昭和の時代の変遷をお楽しみください。
■展示期間：８月１日～ 10月18日
■場　　所：中央公民館 ２階　ふれあいサロン　

■日　　時：８月31日（土）10時～ 11時30分
■場　　所：きみのこども園（おゆうぎ室）
■対　　象：興味のある人はどなたでも　
■応募期間：８月23日（金）まで
■応 募 先：教育課　℡ 489 ‐5915

■教育委員会　教育課生涯学習係：℡ 489 - 5915　青少年センター：℡ 489 - 5909　　■文化センター：℡ 495 - 9055
■中央公民館：℡ 489 - 2877　　■小川地区公民館：℡ 489 - 4511　　■志賀野地区公民館：℡ 489 - 5145
■自然体験世代交流センター：℡ 495 - 3127　　■みさと天文台：℡ 498 - 0305　　■スポーツ公園管理棟：℡ 489 - 5368

ふれあいネット生涯学習情報
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中央公民館図書室よりお知らせ

令和７年きみの二十歳を祝う会の開催について

　基本の編み方を習って、浅丸形の小物入れを作ってみましょう。
■日　　時：８月25日（日）と９月１日（日）　13時30分～ 16時（２回で仕上げます）
■場　　所：志賀野地区公民館　１階会議室　■定員：大人５人　■持ち物：洗濯ばさみ20個
■講　　師：三宅きく子　氏 　■応募期間：８月10日（土）より先着順　■参加費：600円
■応 募 先：志賀野地区公民館　℡489‐5145（火・振替休日を除く13時～ 17時）

　鉢に季節の花苗を寄せ植えし、寄せ植えの仕方や手入れ方法など習いませんか。
■日　　時：①９月25日（水）13時～ 14時　②９月25日（水）19時30分～ 20時30分
　　　　　　※①②は同じ内容です。
■場　　所：小川地区公民館　■対象：大人
■定　　員：①②あわせて10人 先着順（５人未満の場合は開催しません。）
■参 加 費：2,000円（キャンセルの場合、参加費は返金しません。材料をお渡しします。）
■持 ち 物：スコップ・持ち帰るための袋または入れ物
　　　　　　（根を切るハサミ、土、手袋、鉢はこちらで用意します。）
■服　　装：汚れても大丈夫な服（もしくはエプロン持参）
■講　　師：花屋かしを　樫尾啓太　氏
■応募期間：８月10日（土）～９月８日（日）17時まで
■応 募 先：小川地区公民館　℡489‐4511（火・振替休日を除く13時～ 17時）

　夏休み期間中、『読んでみよう』『作ってみよう』をテーマに、今年や過去の課題図書や
冷凍庫を使わずにアイスを作る実験を紹介した本などを集めました。
　ぜひご利用ください。

■日　　時：令和７年１月12日（日）受付13時から13時20分　開式13時30分
■場　　所：文化センター（神野市場217番地）
■対 象 者：平成16年４月２日～平成17年４月１日の間に生まれた方。
　　　　　　該当する方には11月を目途に案内のはがきをお送りします。
■問 合 せ：教育課　℡489‐5909

志賀野地区公民館企画　参加者募集
クラフトバンドで作る『初めてのかご編み』

小川地区公民館企画　参加者募集
秋の寄せ植え教室（２回開催）

大きさ
約19㎝× 8.5㎝
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■
新
刊
情
報

【
中
央
公
民
館
】

「
青
い
壺
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
吉
佐
和
子　

著

「
春
の
た
ま
し
い
」　　
　
　
　
　
　
　
　

黒
木
あ
る
じ　

著

「
ア
ザ
ラ
シ
の
ア
ニ
ュ
ー
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

児
童
書

【
小
川
地
区
公
民
館
】

「
レ
ー
エ
ン
デ
国
物
語
１・
２・
３
」　　
　
　
　

多
崎
礼　

著

「
オ
ニ
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン　

　

じ
ご
く
の
し
ん
に
ゅ
う
し
ゃ
い
ん
」 　
　
　
　
　

児
童
書

【
志
賀
野
地
区
公
民
館
】

「
俺
た
ち
の
箱
根
駅
伝　

上
・
下
」　　
　
　

池
井
戸
潤　

著

「
ゆ
う
び
ん
の
父
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
井
慶
喜　

著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
大
谷
翔
平
を
追
い
か
け
て
」　　
　
　
　
　

柳
原
直
之　

著

「
墓
じ
ま
い
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」　　
　
　
　
　
　

垣
谷
美
雨　

著

「
お
父
さ
ん
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
日
記
」　　
　
　
　

児
童
書

【
１
０
０
冊
】　

秦
飛
鳥
（
野
上
小
４
年
）

【
３
０
０
冊
】　

山
下
稜
平
（
２
歳
）

【
１
０
０
０
冊
】
山
下
暁
紀
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

【
１
０
０
０
冊
】
山
下
純
平
（
野
上
小
１
年
）

畑は
た

の
話

は
な
し

に
口く

ち

挟ば
さ

み
ほ
と
と
ぎ
す　
　
　

湯
上　

ひ
と
み

振
り
返
る
親
は
子こ

鹿じ
か

を
促

う
な
が

せ
り　
　
　

馬
谷　

富
貴
子

昇
格
の
名
刺
を
父
に
父
の
日
よ　
　
　
　
　
　

前　

廣

新
茶
汲く

む
単た

ん

身し
ん

帰き
き
ょ
う郷
も
三
年
目　
　
　
　

上
房　

康
成

友
待
ち
て
蛍
が
ひ
と
つ
屋
根
越
え
る　
　

薮
田　

洋
子

青あ
お

鷺さ
ぎ

の
睨
み
を
利き

か
し
池
静
か　
　
　
　
　

浦　

貴
子

朝
霧
の
生あ

れ
し
叢

く
さ
む
らこ
の
春
の

　

若
竹
さ
や
さ
や
さ
や
ぎ
て
清す

が

し　
　
　

寺
岡　

幸
子

若
き
日
の
晴
れ
姿
を
ば
思
い
つ
つ

　

和
服
を
作さ

む

い
務
衣
に
変
身
さ
す
る　
　
　

中
浴　

昭
江

送
迎
の
車
内
会
話
の
楽
し
く
て

　

予
約
日
を
待
つ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶
谷　

美
瑳
子

友
く
れ
し
百ゆ

り合
の
球

き
ゅ
う
こ
ん根
鉢は

ち
う
え植
に

　

一ひ
と
も
と本
十じ

ゅ

九く

花か

見
事
咲
き
継つ

ぐ　
　

滝
垣
内　

嘉
代
子

斯か

か
る
夏
幾い

く

つ
越こ

ゆ
る
か
老
い
の
身
に

　

完
熟
ト
マ
ト
の
丸
ご
と
を
食は

む　
　

西
佐
古　

祐
子

歌　

の　

小　

道

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ　
図
書
館
だ
よ
り

い
っ
ぱ
い
読
ん
だ
よ

☆
み
な
さ
ん
の
絵
画
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
役
場
本
庁
】

（
き
み
の
こ
ど
も
園
）
し
ば
さ
き
そ
う
た
・
か
た
や
ま
ひ
な
の
・

し
ば
さ
き
み
な
と

（
野
上
小
学
校
）
日
置
絢
斗・西
峯
輝・池
尻
隼
大・濱
田
理
生・

曲
里
美
春
・
中
陽
真
理
・
吉
瀬
駿
人
・
小
柳
恵
伶
奈
・

芝
崎
有
翔

（
小
川
小
学
校
）
東
本
柚
葵
・
中
谷
友
俐

（
野
上
中
学
校
）
神
谷
健
介

【
中
央
公
民
館
】

（
き
み
の
こ
ど
も
園
）
は
く
い
わ
か
な
・
う
え
ま
ほ
・

は
や
し
け
い
と
・
う
え
や
ま
は
る
き
・
よ
し
だ
は
れ
と

（
野
上
小
学
校
）
上
谷
怜
愛
・
芝
﨑
成
理
・
吉
瀬
帆
夏
・

中
兀
希
夏
・
橋
本
歩
香
・
櫻
井
一
聖

（
小
川
小
学
校
）
ア
レ
ン
紗
愛
・
城
戸
靖
真
・
東
本
楓
羽
美

（
野
上
中
学
校
）
東
大
稀・大
竹
慎
星・片
畑
阿
弥・坂
口
太
一・

清
水
晴
生・竹
中
萌
温・中
谷
留
惟・中
兀
瑠
心・西
隂
地
彩
可・

穗
谷
知
範
・
増
田
理
沙
・
的
場
柚
友
・
森
か
ん
な
・
吉
本
春
輝

【
美
里
支
所
】

（
下
神
野
小
学
校
）
田
下
未
悠
・
中
浦
廉
乃

（
美
里
中
学
校
）
西
智
弘
・
前
田
蓮
・
森
本
佳
秀

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

（
こ
う
の
こ
ど
も
園
）
ぬ
ま
た
た
く
と
・
し
も
が
い
と
な
ぎ

（
下
神
野
小
学
校
）
西
真
依
・
沼
田
歩
武
・
黒
木
凜
・

小
林
浩
樹
・
大
野
未
絋
・
町
田
朱
嶺

（
美
里
中
学
校
）
尾
花
浩
太
・
中
前
咲
紀

■
展
示
期
間　
10
月
中
旬
ま
で　

※
土
・
日
に
役
場
本
庁
に
来
ら
れ
る
方
は
、
中
央
公
民
館
ま

で
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
中
央
公
民
館　

７
日　

ミ
ニ
夏
祭
り

14
日　

お
休
み

21
日　

紙
ビ
ー
ズ
作
り

28
日　

オ
セ
ロ
・
将
棋
を
し
よ
う

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム　
８
月　
14
時
30
分
～
16
時
30
分

第
１
２
１
回　
児
童
生
徒
絵
画
展
示

最
近
、
紀
美
野
町
で
も
あ
ち
ら
の
山
こ
ち
ら
の
山

で
ほ
と
と
ぎ
す
が
昼
夜
関
係
な
く
せ
わ
し
く
鳴
い
て

い
ま
す
。
万
葉
集
に
も
、「
こ
の
声
は
田
植
え
を
し

ろ
と
う
な
が
す
た
め
に
鳴
く
の
だ
」
と
あ
る
そ
う
で

す
が
、
揚
句
の
「
畑
の
話
に
口
挟
み
」
と
い
う
表
現

に
よ
り
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
気
迫
の
あ
る
鳴
き
方
や
夏

の
到
来
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。



2024.817

授業参観・親子教育講演会　　　— 美里中学校 —

全天周映画番組更新のお知らせ　　　— 研究員　硲間拓郎 —

学　校
だより

天文台
だより

６月12日に授業参観と親子教育講演会を行いました。授業参観では、保健体育の授業（１・２年）と国語の
授業（３年）を参観していただきました。国語では、修学旅行の報告会を行い、それぞれの個性が生かされた
楽しさ溢れるプレゼンをしました。その後の親子教育講演会では、和歌山県人権教育推進課の方を講師に迎え、
身近に見られる事象から人権意識を高める講演をしていただきました。生徒と保護者に分かれ、事例や考えを
出し合い、親子間の交流を深めました。

８月より、みさと天文台で上映中の全天周映画の番組を以下の通り入れ替えを行います。
①土日祝日の昼の部で実施している全天周映画は「ルネサンス」から「月をめざして」
②通常星空ツアー 1回目のセット上映の全天周映画は「太陽」から「コスモスオデッセイ」

「月をめざして」はロケットの発展や宇宙開発の歴史が科学的な観点でテンポよくまとめられており、「コス
モスオデッセイ」は天文学の発展についてわかりやすくまとめられています。
「コスモスオデッセイ」は前回上映時に大変好評だったため、リバイバル上映を行います。

第39回全国選抜GB大会出場！

教育委員会からのお願い

「ゲートボール部のかみ」の皆さんが第39回全国選抜GB大
会和歌山県予選で優勝され、令和６年６月15日から東京都で
開催された全国大会に出場し、結果はベスト８でした。

令和６年７月１日に動木342番地１のニホンアカガエルが町指定文化財
（天然記念物）に指定されました。保護・保全にご協力ください。
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
守
り
た
い　

未
来
が
あ
る
か
ら　

火
の
用
心
」

今
年
も
７
月
７
日
の
七
夕
に
ち
な
み
、
町

内
の
各
こ
ど
も
園
で
「
防
火
七
夕
祭
り
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
の
皆
さ
ん
は「
火
あ
そ
び
し
ま
せ
ん
」

「
火
の
よ
う
じ
ん
」
な
ど
の
防
火
の
誓
い
や
、

「
し
ょ
う
ぼ
う
し
に
な
り
た
い
」「
プ
リ
ン
セ

ス
に
な
り
た
い
」
な
ど
将
来
の
夢
を
書
い
た

た
く
さ
ん
の
短
冊
や
笹
飾
り
を
飾
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

短
冊
で
彩
ら
れ
た
笹
は
、
消
防
署
の
玄
関

に
飾
り
、
来
署
さ
れ
た
方
や
付
近
住
民
の

方
々
へ
の
防
火
広
報
に
貢
献
し
て
く
れ
ま
し

た
。

6月の消防の動き
●火災発生件数…0件

【事故種別搬送人員】

防
災
の
日
と
防
災
週
間

防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

9
月
1
日
（
日
）
で
す

救
急
コ
ー
ナ
ー
【
マ
ム
シ
咬
傷
】

定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て
実
施
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
職
場
、
学
校
、
自
治
会

等
団
体
で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限　
８
月
22
日
（
木
）

■
問
合
せ
・
申
込

　
紀
美
野
町
消
防
本
部　
警
防
課

　
℡ 

４
８
９
‐
６
３
０
２

大
正
12
年
９
月
１
日
に
発
生
し
た
関
東
大

震
災
及
び
昭
和
34
年
９
月
26
日
に
襲
来
し
た

伊
勢
湾
台
風
に
よ
っ
て
、
戦
後
最
大
の
被
害

を
受
け
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
地
震
や
風

水
害
等
に
対
す
る
心
構
え
等
を
育
成
す
る
た

め
、
９
月
１
日
は
『
防
災
の
日
』、
８
月
30

日
か
ら
９
月
５
日
ま
で
は
『
防
災
週
間
』
と

し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

防
災
訓
練
の
目
的
の
ひ
と
つ
は
、「
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
基
づ
き
、
自
助
・
共
助
の
意

識
を
醸
成
す
る
こ
と
で
す
。
多
く
の
方
が
防

災
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
安
心
・
安
全

な
生
活
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
各

地
域
で
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
る
場
合
に
は

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

マ
ム
シ
は
平
地
か
ら
山
地
の
森
林
、
藪
な

ど
に
住
ん
で
お
り
、
水
辺
周
辺
で
も
多
く
出

現
し
ま
す
。
マ
ム
シ
咬
傷
は
４
月
か
ら
10
月

に
か
け
て
発
生
し
、
特
に
７
月
か
ら
９
月
に

か
け
て
多
い
で
す
。
足
を
咬
ま
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
草
む
ら
な
ど
に
入
る
と
き
は
サ

ン
ダ
ル
は
避
け
、
長
靴
で
入
り
ま
し
ょ
う
。

①
ヘ
ビ
に
咬
ま
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
そ
の
場
を

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

管　内 管　外 合　計

急 病 31（1） 0 31（1）

一 般 負 傷 15（0） 0 15（0）

交 通 事 故 5（0） 0 5（0）

そ の 他 10（0） 0 10（0）

合 計 61（1） 0 61（1）

きみのこども園

消防署 こうのこども園

離
れ
、
出
来
れ
ば
ヘ
ビ
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
②
咬
ま
れ
た
傷
を
確
認
し
、
指
で
受
傷

部
位
を
強
く
つ
ま
ん
で
毒
を
絞
り
出
し
て
く

だ
さ
い
。
③
受
傷
部
位
を
き
れ
い
に
保
ち
、

安
静
に
し
て
車
等
で
医
療
機
関
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。



8月

６月の人口の動き（令和６年６月１日～ 30日）　転入14人　転出16人　出生2人　死亡9人

総人口　7,800人（−9）［男 3,611人（0）女 4,189人（−9）］
世帯数 4,006世帯（−5）　　紀美野町面積　128.34㎢

2024.819

行事名 日　時 開催場所 問い合わせ先（０７３）

移動町長室 28日（水） 美里支所 住民室
総務課

495 - 3471
489 - 5912

行政相談 22日（木）
13時～ 15時

中央公民館
美里支所

総務課
住民室

489 - 5912
495 - 3471

障害者巡回相談 21日（水）
10時～ 11時30分 総合福祉センター

野上厚生病院相談支援事業所
療育センターAOI
障害者相談支援事業所らん

489 - 2908
483 - 0454
488 - 6314

こども園開放
28日（水）
10時～ 11時 きみのこども園 きみのこども園 489 - 2144

７日（水）・21日（水）
10時～ 11時 こうのこども園 こうのこども園 495 - 2049

「野いちごの会」による絵本
の読み聞かせ ７日（水）10時00分～ 子育て支援センター

※育児相談は、
希望される方
法（来所・電話・
訪問）にてお
受けしていま
す。

子育て支援センター

※一時預かり保育利用
には、事前登録が必
要です。 489 - 6700

コアラ教室
（生後1年6か月～入園まで）

９日（金）
９時30分～ 11時30分

カンガルー教室
（生後3か月～ 1年6か月まで）

28日（水）
９時30分～ 11時

クラフト教室 20日（火）10時～ 12時
育児相談 随　時

一時預かり保育 毎週月曜日・木曜日
９時30分～ 15時30分

犬・猫の飼い方講習会
３日（土）・７日（水）・11日（日）
17日（土）・25日（日）
11時～

動物愛護センター 動物愛護センター 489 - 6500

クリニック
（健康診断書発行） 26日（月）

９時30分～ 10時15分
（受付）

海南保健所 海南保健所 482 - 0600

性感染症検査・肝炎ウイルス検査

検便（腸内細菌検査）

こころの健康相談 14日（水）13時30分～
26日（月）14時00分～

骨髄バンクドナー登録検査 26日（月）
10時30分～ 11時30分

エイズ即日検査 26日（月）
17時00分～ 19時00分

医療安全相談 月曜日～金曜日（祝日除く）

紀美野町の人口
【令和6年６月末現在】

（　）内は前月比

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

：問い合わせ先まで予約してください。

高齢の方など耳が聞こえにくい方の窓口対応をスムーズに行うため、軟骨
伝導イヤホンを設置しました。

【設置場所】
①役場本庁 住民課　②美里支所 住民室　③総合福祉センター内 

聞こえづらさの緩和、大きな声を出さずにすむことによるプライバシーへ
の配慮により、安心してご来庁いただけるよう、努めてまいります。

軟骨伝導イヤホンを設置しました！ 問　保健福祉課
　　℡ ４８９‐９９６０

行事・相談のお知らせ

紀美野町HP
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広 告

池
いけがみ

上　満
みち

ちゃん
令和５年８月生
「これからも
楽しい思い出

いっぱい作ろうね」

岡
おかもと

本 叡
えい

磨
ま

ちゃん
令和５年８月生

「ぱぱとままの
宝物だよ！」

箕
みつくり

造　龍
りゅうひ

煌ちゃん
令和３年８月生

「元気いっぱいの
龍煌が

大好きだよ！」

阪
さかもと

本　颯
そう

輝
き

ちゃん
令和３年８月生

「いつも癒しを
ありがとう♥」

この度は、多数ご応募いただき、誠にありがとう
ございました。おかげさまで、完売となりました。

■応募数　1,121通（3,149口）
■当選数　　535通（3,000口）
■当選率　　47.7％

きみのプレミアム商品券販売抽選結果について 問　きみの商業協同組合
　　℡ ４９５‐３２６０

広
報
誌
の
発
行
月
に
誕
生
日
を
迎
え
る
町
内
の
満
１
歳
か
ら

３
歳
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申込フォーム

商工会HP

1歳 1歳

3歳3歳

8月


